
　「ヨーロッパにおける南アジア考古学・美術史学会
（The European Association for South Asian Archaeology 
and Arts：EASAA）」は、1970 年に設立された、その名
のとおりヨーロッパを中心とした大学・研究機関などに所
属する研究者たちを中心に組織された学会である。設立当
初の学会名称は「西ヨーロッパにおける南アジア考古学会

（The Association for South Asian Archaeologist in West-
ern Europe）」であり、第 1 回会議は 1971 年 7 月に英国
ケンブリッジ大学で開催された（Hammond 1973: xi）。以
来、ヨーロッパ各国で隔年開催され、ベルリンの壁崩壊、
旧ソ連邦解体後の 1993 年の第 12 回会議（会場：ヘルシン
キ）より「ヨーロッパにおける南アジア考古学会（The 
European Association for South Asian Archaeologist）」
に名称が変更された。現在の名称となったのは設立 40 周
年となる 2010 年の第 20 回会議（会場：ウィーン）からで
ある。
　設立当初の枠組みとしては、「ヨーロッパを基盤とし
て、イランおよびビルマとの国境の間のインド亜大陸にお
ける先史および歴史考古学を専門とする研究者のフォーラ
ム」であったが、第 1 回会議では、西はイラン南東部スィ
スタン（Sistan）やアフガニスタンから、東はマレーシ
ア、インドネシアまで、また 50 万年前の前期旧石器時代
から 18～19 世紀の図像学までが取り上げられることと
なった（Hammond 1973: xi）。以来、南アジアを核とし
て、関連する中央アジア、イラン、アラビア半島東部、東
南アジアの一部を含む範囲の、先史時代から歴史時代まで
の考古学、碑文学、美術史などの幅広いテーマが扱われる
学会として確立されている。とくに会員登録などは必要と
されず、一度でも会議に参加した者は会員とみなされる。
学会の運営は、オーストリア、フィンランド、フランス、

ドイツ、英国、イタリア、オランダ、スペイン、スウェー
デン（英文表記の ABC 順）各国の研究者からなる執行委
員会が行なわれる。
　第 22 回会議は、2014 年 6 月 30 日から 7 月 4 日までの
日程で、スウェーデン・ストックホルムの極東古代美術館

（Museum of Far Eastern Antiquities/Östasiatiska Mu-
seet）と現代美術館（Museum of Modern Art/Moderna 
Museet）を会場として開催された。なお 6 月 29 日夜には
小規模なレセプションが極東古代美術館で開催された。
　6 月 30 日は午前 11 時から、著名なインド古代史家であ
るロミラ・ターパル（Romila Thapar）ジャワハルラー
ル・ネルー大学（Jawaharlal Nehru University）名誉教授
による「過去を表わす─古代インド─（Representing the 
Past: Early India）」と題する基調講演が行なわれた。同日
午後からは、第 1 会場：現代美術館（おもに考古学）、第
2 会場：極東古代美術館（美術史・建築・碑文・文献史・
文化遺産など）の 2 会場に分かれて研究発表が行なわれ
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図 1　極東古代美術館（第 2 会場）
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た。途中、7 月 2 日午後のエクスカーション（ストックホ
ルム湾内をめぐるクルーズ）を挟み、7 月 4 日午前まで研
究発表が続き、同日午後には総会が開催されて幕を閉じ
た。この間、プログラムに登録されていた研究発表は、第
1 会場が 53 本、第 2 会場が 50 本、あわせて 103 本であっ
た。ただし当日までにキャンセルされたものがあり、実際
の研究発表の本数はこれより少ない。参加者はおもに、
ヨーロッパ諸国およびアメリカ合衆国の研究者、インド、
パキスタン、スリランカ、バングラデシュなど南アジア諸
国の研究者である。日本からは筆者のほか 6 名の参加があ
り、5 本の研究発表が行なわれた。
　両会場の研究発表は、テーマ、時代、地域などで大まか
に区分された「セッション」にまとめられている。ただし
要旨内容を十分に検討した上で配分されたとは思えないも
のも中にはあった。以下に、両会場のセッションと登録さ
れていた研究発表の本数をまとめる。

第 1 会場
　セッション 1～7 までは「大インダス（Greater Indus）」
としてインダス文明およびその周辺領域の先史・原史時代
が取り扱われた。詳細は以下のとおり。
  1．環境と資源利用
　　（Environment and resource utilization）　4
  2．セトルメントと農耕戦略
　　（Settlement and agrarian strategies）　4
  3．長期的気候変動と生業戦略
　　（�Long term climatic change and subsistence 

 strategies）　3
  4．集落研究（Settlement studies）　3
  5．物質文化と生産技術
　　（Material culture and production techniques）　4
  6．印章─技術とモチーフの比較研究
　　（�Seals: comparative studies of techniques and  

motifs）　4
  7．物質文化の比較研究
　　（Comparative studies of material culture）　4

　セッション 8 以降は、原則として地域と時代ごとの
区分に拠っている。

  8．インド─先史・原史時代の生産景観
　　（�India: The pre- and protohistoric production 

landscape）　3
  9．インド洋─歴史時代の交易ネットワーク
　　（�Indian Ocean: Evidence for historic period trading 

networks）　3
10．インド─歴史時代の都市研究
　　（India: Historic period urban studies）　4

11．インド─歴史時代の資源利用
　　（India: Historic period resource utilization）　1
12．スリランカ─歴史時代の都市研究とネットワーク
　　（�Sri Lanka: Historic period urban studies and 

networks）　3
13．�南タジキスタンとスワート─原史時代／ラダックとバ

ルフ─文化的景観の長期的展望（S Tadjikistan & 
Swat: Proto-history/Ladakh and Balkh: Long-term 
perspectives on the cultural landscape）　4

14．仏教僧院と物質文化─初期歴史時代
　　（�Buddhist monasteries and material culture: Early 

history）」　4
15．ハイバル・パフトゥンフワ─文化的景観の長期的展望
　　（�Khyber Pakhtunkhwa: The cultural landscape in a 

long-term perspective）　3

第 2 会場
  1．ヒンドゥー教およびジャイナ教の図像学
　　（Hindu and Jain iconography）　4
  2．ヒンドゥー教図像学（Hindu iconography）　4
  3．仏教図像学と社会的背景
　　（Buddhist iconography and social context）　2
  4．南アジアのロックアート（South Asia: Rock art）　3
  5．ヒンドゥー寺院建築と寄進
　　（Hindu temple architecture and patronage）　4
  6．南アジア絵画の図像と形式
　　（Iconography and format of South Asian paintings）　4
  7．寺院建築と図像
　　（Temple architecture and iconography）　3
  8．南アジアの中世建築─比較研究─
　　（�South Asian Medieval architecture: Comparative 

studies）　3
  9．インド・グリーク／インド・イランの初期歴史時代研究
　　（Indo-Greek/Indo-Iranian early historical studies）　3

図 2　総会風景（7 月 4 日午後）
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10．初期歴史時代の仏教図像学
　　（Buddhist iconography: Early history）　4
11．ガンダーラ─物質文化の比較研究─
　　（Gandhara: Comparative studies of material culture）　3
12．初期歴史時代の仏教図像学
　　（Buddhist iconography: Early history）　3
13．�バングラデシュおよび西ベンガルにおける歴史時代の

都市研究（Bangladesh & West Bengal: Historic peri-
od urban studies）　※このセッションは考古学調査が
テーマ

14．文化遺産─歴史的様相と今日的課題─
　　（�Cultural Heritage: Historical aspects and contempo-

rary issues）　4
15．ドゥッラーニー朝─新たな視点─
　　（Durranis’ Rule: New perspectives）　1

　以下に、筆者が参加することができたセッションについ
て概要を報告し、最近の南アジア考古学の動向を展望する。
　まず「大インダス」の一連の研究発表では、西部グジャ
ラート（Gujarat）州におけるスペイン─インド共同調査
プロジェクト（North Gujarat Archaeological Project：
NoGAP）、およびインド北西部ハリヤーナー（Haryana）
州～ラージャスターン（Rajasthan）州における英─イン
ド共同調査プロジェクト（Land, Water, Settlement Proj-
ect, Petrie et al. 2014）からの報告が多数を占めた。両者
に共通するのは、大規模なマウンド遺跡の発掘調査ではな
く、地域的なサーヴェイにもとづくセトルメント・パター
ン把握と、年代測定あるいは気候・古環境復元のための試
料採取も含めた試掘調査を展開することで、一定の地域的
範囲における通時的な人類社会の動態、および気候・環境
変化との関連を解明することに主眼をおく研究戦略であ
る。とくに前者は、タール（Thar）砂漠南東縁辺部の半
乾燥地帯における完新世の気候変動と、遊牧・農耕社会の
成立過程に焦点を当てている。一方後者は、ガッガル

（Ghaggar）平原における初期農耕社会以降の長期的な集
落分布の動態を、河川環境を中心とする地形環境の変遷と
の関連で捉えることを目指している。そこでは、土壌微細
形 態 学（Soil micromorphology） に よ る 堆 積 環 境 分 析

（Neogi et al. 2014）、衛星画像解析による地形分析（Cone-
sa et al. 2014）、炭化植物遺体・同位体分析にもとづく降
雨量分析（Jones et al. 2014; Lancelotti et al. 2014）、植物
遺体・ファイトリス・デンプンにもとづく生業分析

（Bates et al. 2014; García-Granero et al. 2014）、家畜遺体
の同位体分析に基づく遊牧領域分析（Chase et al. 2014）
などが進められている。
　一方で、両プロジェクトに関連する「伝統的な」考古資

料の検討に関する研究は少なく、前者では石器（Gadekar 
and Ajithprasad 2014）、後者では土器（Parikh 2014）に
関する発表が各 1 本ずつあっただけであった。しかも土器
については、ほかに現パキスタン西部バローチースターン

（Balochistan）州における紀元前 4 千年紀～2 千年紀の土
器の彩色技法に関する発表（Didier and Bouquillon 2014）
があっただけであった。石器については、ほかに筆者によ
るインダス川下流域における石刃石器群について（Nogu-
chi et al. 2014）、およびインド・ラージャスターン州の
タール砂漠における細石器について（Raczek et al. 2014）
の発表があった。3 つの発表では、インダス川流域から南
東へタール砂漠を横断する範囲における前期完新世以降の
石器技術の変化についておおむね共通する特徴（石刃剥離
における稜形成と円錐形石核の発展）と、一方でタール砂
漠における細石器の盛行とインダス平原隣接地域とグジャ
ラートにおける大型石刃の展開という差異とが見出せ、会
場にて相互に意見交換に盛り上がったところである。この
ほか時代と地域が異なるが、西ベンガル州における後期旧
石器時代の細石器の遺跡が報告された（Basak 2014）。な
おこの発表は、今回、先史時代に関する唯一のものであっ
た。
　低調な土器研究に対して、インダス文明を特徴づけるシ
ンボリックな遺物とその技術に関する研究発表は多かっ
た。とくにインダス式印章については 4 つの発表があった

（Ameri 2014; Frenez et al. 2014; Jamison 2014; Konasuka-
wa 2014）。印章のモチーフ、製作技法から地域性あるい
は時期差の問題が議論されるなど、考古資料・物質文化に
関してはもっとも注目されていたと言える。このほか、織
物と繊維（Kenoyer 2014）、銅・青銅技術（Hoffman 2014）、
おもり（Rahmstorf 2014）、象牙製杖（Miller 2014）につ
いて、およびアラビア半島東部オマーンにおけるインダス
文明由来の考古資料・技術要素の発見にもとづく交渉関係
の検討（Esposti et al. 2014）などの発表がなされた。

図 3　エクスカーション風景
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　インダス文明関連以外の考古学的研究としては、イン
ド、バングラデシュ、スリランカにおける歴史時代遺跡、
とくに都市や港湾の調査報告、およびインド洋交易に関連
する考古資料等の調査に関する発表があった。また内陸ア
ジア（タジキスタン、アフガニスタン）、パキスタン北部、
インド北部ヒマラヤ山地などにおける調査報告もあった。
　中でも注目されたのは、フランス－インド共同調査によ
るラダック（Ladakh）の総合調査である（Bruneau and 
Ota 2014）。高冷地における人類の環境適応、ヤク飼養の
開始、農耕不可能地における遊牧・交易社会の成立などの
解明を目指し、標高 3,000 m 級の山間部で行なわれた調査
では、石器時代まで遡る可能性のある資料が採集されてい
るという。まだ表面調査の段階にとどまるため、年代的位
置づけは今後の調査結果を待たなければならないが、人類
の高冷地進出と適応の歴史を考えるうえで重要な調査地と
なることは間違いないだろう。
　また紛争地域における困難な状況下で継続されている、
フランス隊（DAFA）のバルフ（Balkh：アフガニスタン
北部）調査（Marquis 2014）、およびイタリア隊のスワー
ト（Swat：パキスタン北部）調査（Micheli 2014; Olivieri 
2014）は、継続的な調査の成果がまとめられていた。残念
ながらキャンセルになったパキスタン北部タキシラ（Taxi-
la）遺跡群の一角バーマーラ（Bhamala）の仏教寺院遺跡
の調査（パキスタン－インド共同調査）など、パキスタン
北部からアフガニスタンにかけての紛争地域でも継続的な
考古学的調査が行なわれている。こうした取り組みは、地
域の安定化に向け文化遺産を活用することへもつながり得
るものである。今後、国際的に注視し、支援していくこと
が必要と思われる。
　このほか、筆者も最近少なからぬ関係を有していること
から注目したのは、パキスタン北部ハイバル・パフトゥン
フワ州に関する美術史および文化遺産に関する研究発表で
ある。Khan（2014）は、スワートのスーフィズム（イス
ラム教神秘主義）に取り込まれた仏教文化の図像（菩薩
像）を指摘し、図像や口頭伝承などに伝わる仏教文化の影
響について発表した。こうした仏教文化伝統の影響につい
ては、現地の研究者間では一定の認識があるものの、学界
で広く認知されているとは言い難い。発表者は、ロミラ・
ターパル女史に賞賛、激励されて大いに喜んでいた。
　もう 1 本、Anwar and Khan（2014）は、ハイバル・パ
フトゥンフワ州におけるガンダーラ仏教文化遺産の破壊・
盗掘問題について報告した。ちょうど、すべての研究発表
の最後に行なわれたため、2 会場に分かれていた参加者が
おおむね集まり、シビアな現状についての報告の後に活発
な意見交換が行われた。まず大方の同意を得られたのは、
こうした行為が宗教的背景によるものではなく、組織的な

密売集団により計画的に実施されているという点である。
つまりイスラム教徒が多数派を占めるパキスタン固有の問
題ではなく、たとえば仏教徒が多数派を占めるスリランカ
においても、同じように仏教遺跡の盗掘、仏教文化遺産の
密売が後を絶たないのだと言う。その背後には、国際的な
故買市場の存在があり、そこでの資金が現場に還流するこ
とにより、密売集団が活発に活動するという負のサイクル
がある。
　こうした現状に対しては、当事国が法制度を整備し、取
り締まりを厳しくするべきだという意見が出される一方
で、国際的な故買市場から還流する資金により司法組織の
腐敗が蔓延し、取り締まりが無力化されるという問題が指
摘された。盗掘が行なわれている現場だけでなく、密輸や
故買に関与している国や地域がすべて当事国意識をもって
対処しなければ状況は改善しないというのである。なお大
規模な故買市場として、ロンドン、シンガポールと並んで
東京が名指しされた。少なくとも、国際的にはそのように
認識されているということである。現地における保護・保
存の取り組みだけでなく、遺跡、文化遺産を取り巻く国際
的な状況を改善するための支援・協力、とくに当事国のひ
とつであるという意識と具体的な取り組みが問われるとこ
ろであろう。
　なお今回会議の参加者は、全体的に前回（2012 年、パ
リ・ルーブル美術館）に比べてやや少なかったように見受
けられた。とにかく滞在費をはじめ物価が高いスウェーデ
ンでの開催であったことによるのか、それとも各地で南ア
ジア関連の考古学国際会議が開催されるようになった影響
なのかはわからない。少なくとも、博士課程在籍中の学
生、あるいはポスドク研究者に関しては、ヨーロッパの大
学に所属する参加者がほとんどであり、ヨーロッパで開催
されるという地理的障壁は、南アジア諸国からの参加希望
者、とくに若手研究者や学生にとってはきわめて大きい。

図 4　日本とパキスタンからの参加者の交流
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その条件は筆者にとっても同じである。しかし日ごろ直接
会うことの難しい各国の研究者たちと交流し、また最新の
成果に触れる数少ない機会として、何とか手だてを尽くし
てまた参加したいところである。
　なお筆者の興味関心の偏りと、2 会場に分かれてセッ
ションが同時進行するという構成上、学会全体の様子を報
告できなかったことについてはご容赦いただきたい。論文
集は、おおむね次の会議の前後には刊行されるので、詳細
を知りたい方はお手に取られるとよいのではないだろうか。
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